


目 次 

 １．はじめに        １ 
 
 ２．シニアの活躍が求められる背景      ２ 
 

  Ⅰ.人口構造の現状と将来推計（三重県、日本） ／ Ⅱ.意識のあり方 ／ Ⅲ.社会保障 ／ Ⅳ.健康づくり 
      

 ３．世代別の将来像と備え       ８ 
 

     （関連）現在のシニア層の資産と消費 
 

 【参考】国の動き        １０ 
    
 ４．シニアが活躍する様々な「場」      １１ 
  

  Ⅰ.就労 ／ Ⅱ.子育て支援 ／ Ⅲ.ボランティア活動、地域活動、NPO活動 ／ Ⅳ.知恵や技能の伝承 
  

 ５．シニアに着目した人口の社会減対策     １７ 
     

（頁） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



１．はじめに 
 

我が国は今、本格的な人口減少社会に入るとともに、世界のどの国も経験した 

ことのない高齢社会を迎えている。三重県でも、「総人口が減りながら、高齢化が 

進む」という状況が、今後も続くと見込まれる。 

そのような状況にあっても、社会の活力を保ち、あるいは高めていくためには、 

一般的に「高齢者」とされる65歳以上の人たちの中でも、健康上の制約がなく、 

社会参画の意欲をもつ人が、社会の担い手として「活躍」し続けられることが 

求められている。 
 

 

１ 

【論点】 
 

定年退職などで一区切りが付いた後も、何らかの形で社会に参画し続けたいと 

希望する県民に、思い思いの形で活躍してもらえる「場」を作るため―すなわち、 

県民が生涯輝き続ける三重にするために、行政として、どのような取組が必要か。 

活躍の場は、賃労働にとどまらず、例えば地域活動やNPO活動、祖父母世代と 

しての子育て支援、年少者への知恵の伝承など、多種多様なものが想定される。 

議題資料では、人口減少や高齢化の進行にともない、「高齢者」になったときに 

直面する状況の「世代」による違いにも触れながら、様々な活躍の「場」に関して、 

幅広くお示ししている。 

県民が生涯輝き続ける三重にするために求められる取組や、「高齢者」の活躍を
促進するうえで持つべき視点等について、ご議論いただきたい。 

 

 


































